
【直接応募 Direct Application】

      始   From

      至   To

特記事項
Note

掲示日： 2019/8/9

応募期間/締切日
Application Period / Deadline

2019/9/1 ～ 2019/10/31
問い合わせ先・書類提出
Contact / Address to Send Your Application

More Jobs Better Lives 一般財団法人
http://mjbl.jp
E-mail：obo@mjbl.jp

・申請希望者は以下のＵＲＬより募集要項や所定フォームの確認、および応募書類がダウンロードできます。
ホームページ　http://www.mjbl.jp
・応募書類に（エクセルデータ）に入力の上、奨学生事務局宛にEメール送信
事務局メールアドレス　obo@mjbl.jp

4
支給金額
Amount

助
成
対
象
期
間

2020年4月から修了月まで

学部生（学士課程）      月額１０万円
大学院生（修士課程）   月額１２万円2020/4 (year/month)

2020年4月現在在籍している学部・大
学院の修了月まで

所　　属
Department

学部生、大学院生修士課程１，２年生　（2020年4月時点）
Under Graduate, Graduate Students 1st or 2nd year (In April 2020)

国　　籍
Nationality

アフガニスタン、バングラデシュ、ベナン、ブータン、ブルキナファソ、ブルンジ共和国、カンボジア、中央アフリカ共和国、チャド、コロモス、コ
ンゴ民主共和国、ジブチ、エリトリア、エチオピア、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ共和国、ハイチ、キリバス民主党員共和国、ラオス、レソ
ト、リベリア、マダガスカル、マラウイ、マリ、モーリタニア、モザンビーク、ミャンマー、ネパール、ニジェール、ルワンダ、サントメ・プリンシペ、
セネガル、シエラレオネ、ソロモン諸島、ソマリア、南スーダン、スーダン、タンザニア、東ティモール、トーゴ、ツバル、ウガンダ、イエメン、ザ
ンビア
Afgjanistan, Bangladesh, Benin, Bhutan, Burkina Faso, Burundi, Cambodia, Central African Republic, Chad, Comoros, Democratic Republic
of the Congo, Djibouti, Eritrea, Ethiopia, Gambia, Guinea, Guinea-Bissau, Haiti, Kiribati, Lao People's Democratic Republic, Lesotho,
Liberia, Madagascar, Malawi, Mali, Mauritania, Mozambique, Myanmar, Nepal, Niger, Rwanda, Sao Tome and Principe, Senegal, Sierra Leon,
Solomon Islands, Somalia, South Sudan, Sudan, Tanzania, Timor-Leste, Togo, Tuvalu, Uganda, Yemen, Zambia

主な応募資格等
Some of
Eligibility

Requirements

・開発途上にある海外の国や地域の土壌や農業環境の修学や研究をしている者。または、開発途上
にある海外の国や地域の農業に関するマーケティング等を選考している者
・2020年4月時点で以下のすべての条件を満たしていること
①上記の国・地域からの来日中の留学生で、指導教授の推薦を受けられる者
②学士課程は満３０歳以下、修士課程は満３５歳以下
③日本語による面接が可能な者（２０１９年１１月ごろ実施予定）
④日本での留学や将来の研究・経験を活かして、時刻の発展に貢献する意欲のある者
⑤留学の目的または計画が明確で、修学の効果が期待できる者

・Research Field
The applicant must be currentl studying and/or reaseaching pedology or agriculture. Applicants
pursuing other academic fields (such as marketing or management related to agriculture) may also
applly.
・Qualifications for Applicants
Applicants shall meet all of the following requirements in April 2020.
1. Students or researchers who are recommended by their supervising professors or mentors
2. Applicant chould be 30 years of age or younger (undergraduate) or 35 years of age or younger
(graduate)
3. Able to participate in a Japanese interview as part of the application process (to be held in
December 2019)
4. A person who wishes to use their studies and experience in Japan to contribute to the
development of their home country
5. A person whoes academic plans are clear and show prospect

奨 学 金 等 名 称
Ｎａｍｅ of Foundation (or Name of Scholarship)

More Jobs Better Lives 一般財団法人
MJBL Scholarship

採用数
Offer

募 集 人 数（全体）
Number of Openings (total)

本学よりの採用実績（前年度）
Number of Grantees at Chiba Univ. (previous year)

若干名 通知なし
No information



More Jobs Better Lives 一般財団法人 
 

 

2019 年度下期 

奨学生募集要項  

外国人私費留学生対象 
 

 

 

 

 

 

 

～More Jobs Better Lives 一般財団法人～ 

More Jobs Better Lives 一般財団法人は、開発途上にある海外の国や地域に対する農業振興に資

するため、財団代表理事の寄付により 2018 年 8 月に設立された財団です。留学生に対する支援を通

じ、国際相互理解の促進と開発途上にある海外の地域に対する人材育成に寄与することを目的としてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

More Jobs Better Lives 一般財団法人 

担当：奨学生事務局 

E-mail: obo@mjbl.jp 

HP：https://www.mjbl.jp 



Ⅰ_ 応募資格 

下記の項目にすべて該当する者とする。  

（１） 学部・研究分野 

開発途上にある海外の国や地域の土壌や農業環境の就学や研究をしている者 または、

開発途上にある海外の国や地域の農業に関するマーケティング等を専攻している者 

（２）「国籍」と「ビザ」 

   ① アフガニスタン、バングラデシュ、ベナン、ブータン、ブルキナファソ、ブルンジ共和国、カンボジ

ア、中央アフリカ共和国、チャド、コモロス、コンゴ民主共和国、ジブチ、エリトリア、エチオピ

ア、ガンビア、ギニア、ギニアビサウ共和国、ハイチ、キリバス民主党員 共和国、ラオス、レソ

ト、リベリア、マダガスカル、マラウイ、マリ、モーリタニア、モザンビーク、ミャンマー、ネパール、ニ

ジェール、ルワンダ、サントメ・プリンシペ、セネガル、シエラレオネ、ソロモン諸島、ソマリア、南ス

ーダン、スーダン、タンザニア、東ティモール、 トーゴ、ツバル、ウガンダ、イエメン、ザンビアから

来日し、文部科学省所轄大学の学部又は大学院に在籍する当該国の国籍を有する私

費留学生（※日本国籍を有する者、研究生を除く。） 

（※経済協力開発機構の開発援助委員会が作成する開発途上国（DAC リスト）内   

「後発開発途上国」にあたる） 

② ２０２０年４月時点で、在留資格「留学：College student」を有する者 

※「永住権」を有する者も含む 

（３）在籍学年・課程 

        ２０２０年４月時点で、日本国内の大学１・２・３・４年、または日本国内の修士 

課程に１・２年に在籍／在籍予定の外国人私費留学生（正規生に限ります）。 

※交換留学生・国費留学生その他学費免除の対象となる留学生は応募できません。 

※博士課程は対象外 

   （４）年齢 

        ２０２０年４月時点の年齢、学士課程は満 30 歳以下,修士課程は満 35 歳以下の者 

（５）学業・健康 

① 心身共に健康であり、かつ品行方正で学業成績が優秀な者 

② 日本語による面接が可能な者（2019 年 11 月頃実施予定） 

③ 日本での留学や将来の研究・経験を活かして、自国の発展に貢献する意欲のある者 

④ 留学の目的又は計画が明確で、修学の効果が期待できる者 

   （６）その他 

① 正社員として就労していない者 

② 経済的支援を必要とする者 

③ 東京都内にて年 2 回程度開催される奨学生交流会に参加できる者 

 

 

 



Ⅱ_ 募集人数 

若干名 

 

Ⅲ_ 他奨学金・二重受給・受給期間中 

① 幣財団は、他の奨学金合計の月額が１０万円を超える重複受給を認めない。 

（貸与型奨学金、学費免除及び一時金は除く）。 

② 弊財団奨学金と他奨学金に同時に合格した場合には、どちらの奨学金を受給するかを選択 

する。 

③ 弊財団奨学金と同時に規定以上の他奨学金を受給した場合には、直ちに弊財団の奨学生資 

格が取り消され、重複期間中の奨学金を全額返済しなければならない。 

④ 奨学金受給期間は、継続して日本国内に滞在し、期間中に 1 ヶ月以上日本国内を離れる 

  場合は、出国１週間前までに事務局に通知・報告しなければならない。 

⑤ 奨学金受給期間中に日本国内を 2 ヶ月以上離れる場合、その期間中の奨学金を支給しな

い。 

 

Ⅳ_ 奨学金 

（１）支給額    学部学生（学士課程）   月額 100,000 円 

             大学院生（修士課程）   月額 120,000 円                 

（２）支給期間   開始：2020 年 4 月から支給開始予定 

終了：2020 年 4 月から現在在籍している学部・大学院の修了月まで 

                ※交換留学・留年の場合は支給停止になります。 

（３）奨学生の義務 

① 毎月期限内にレポートの提出（期限：毎月 25 日前後） 

※レポートは研究内容の紹介など 500 字程度。 

② 交流会の参加（入団式、卒団式を含む） 

※国際理解と親善に関心を持ち、年２回開催予定の交流会に出席できる者  

（交流会は、主に東京で開催。交通費支給） 

※奨学金の返還を要しません。 

※奨学金受給による UT グループへの入社義務はありません。 

      ③ 年度末（進級時）に成績表の提出    

（４）支給方法   

１ヶ月に一度、１ヶ月分を本人名義の口座に振り込む 

 

 

 

 

 



Ⅴ_ 応募手続きについて 

（１） 応募方法 

①弊財団のホームページより、応募書類をダウンロード 

   ホームページアドレス：https://www.mjbl.jp 

②応募書類（エクセルデータ）に入力の上、奨学生事務局宛てに E メール送信         

事務局メールアドレス：obo@mjbl.jp 

（２） 必要書類 

弊財団の HP 内、『応募必要書類リスト』ファイルを参照。 

（３） 応募期間 

２０１９年９月１日（日） ～ ２０１９年１０月３１日（木） 

※２０１９年１０月３１日必着 

※応募状況により、締切りが前後する可能性がありますので、早めの応募を推奨します。 

 

Ⅵ_ 選考 

（１）書類選考 １１月上旬予定 

面   接 １2 月上中旬予定 （※日本国内の交通費支給） 

※使用言語は日本語です 

結果発表 １２月下旬予定 

※ 面接は、来場面接。来場できない場合は「応募辞退」とみなします。 

ただし、ビザの関係で面接日程時、海外に在住する方のみオンライン面接可。 

※ 選考結果は、応募者全員にＥメールにて通知いたします。 

（２）最終認定 

合格者は交流会に参加し、奨学生として最終認定とする 

※ 交流会は１月下旬開催予定、参加必須。 

※ 合否に関する電話等による問い合わせには、一切応じません。 

 

Ⅶ_ 注意事項 

弊財団の奨学生に合格後、あるいは弊財団奨学生として採用後、以下に該当する場合、及び奨学生と

してふさわしくない行為があった場合は、その月をもって奨学金の支給を停止、もしくは打切りとなる。 

＜停止＞ 

① 留学、休学、もしくは海外留学（交換留学を含む）した場合 

② 病気その他の理由により修学または研究を継続できない場合 

 

＜打ち切り＞ 

① 退学した場合 

② 停学その他の処分を受けたとき 

③ 提出書類及び届出事項に虚偽があった場合。 

https://www.mjbl.jp/
mailto:obo@mjbl.jp


④ 毎月の奨学生レポートの提出が遅れ、または提出がない場合 

⑤ 弊財団の交流会に出席がない場合（学業のための欠席、病欠以外は認めません） 

⑥ 刑事事件、法律や社会秩序に反する行為を行った場合 

⑦ 財団の名誉を傷つける行為をした場合 

⑧ 学業成績が不良の場合（留年、または GPA2.3 以下） 

⑨ 指導教員から修学または研究の継続が不適当とされた場合 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



プライバシーポリシー（個人情報保護方針） 

 

 More Jobs Better Lives 一般財団（以下、当財団という）は、以下のとおり「個人情報保護方針」

を定め、個人情報保護の仕組みを構築し、全職員に個人情報保護の重要性の認識と取組みを徹底さ

せることにより、個人情報の保護を推進致します。 

 

1． 法令の遵守 

当財団は、個人情報保護に関する法令およびその他の規範を遵守し、個人情報を適正に取り扱います。 

 

2． 個人情報の取得 

当財団は、個人情報の取得に際してできる限りその利用目的を特定し明示するとともに、適法かつ公正

な手段によって取得します。 

 

3． 個人情報の利用 

当財団は、取得の際に示した利用目的の範囲内で目的の達成に必要な限りにおいて、個人情報を利

用します。また、個人情報を職員に取り扱わせる場合もしくは個人情報の取り扱いを第三者に委託する

場合には、職員もしくは受託者に対して必要かつ適切な監督を行います。 

 

4． 個人情報の管理 

当財団は、利用目的の達成に必要な範囲内において、個人情報を正確かつ最新の内容に保つよう努め

るとともに、その漏えい・滅失・き損の防止その他安全管理に必要かつ適切な措置を講じます。 

 

5． 個人情報の第三者提供 

当財団は、法令等に定める場合を除き、事前に本人の同意を得ることなく個人情報を第三者に提供しま

せん。 

 

6． 個人情報の開示・訂正等・利用停止等 

当財団は、本人から個人情報の開示もしくは訂正・追加・削除および利用停止・消去の申し出があった

場合には、本人確認等必要な調査を行った上で速やかに対応します。 

 

7． 個人情報の管理体制 

当財団は、個人情報を適正に取り扱うための管理体制を構築し、個人情報を安全かつ適切に管理する

とともに、職員の啓発や適切かつ迅速な苦情処理等の個人情報保護の推進に努めます。 

 

平成 30 年 8 月 1 日 

More Jobs Better Lives 一般財団法人 

 




